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平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】

点検項目 観 点 指 標
平成24年度

進捗
本文頁

１

維持管理

堤防等の河川管理施設の機能を維持する
ための適切な維持管理の実施状況

堤防・ダム・護岸の健康診断内容・補修箇所数 有り P.301

２ ダム機能の維持内容・堆砂量 有り P.310

３
許可工作物の点検整備及び対策について
の施設管理者への指導状況

点検、修繕内容・実施数 有り P.316

４

河川区域等の管理状況

河道内樹木の伐採内容・伐採面積 有り P.322

堆積土砂の除去内容・掘削量 有り P.326５

６ ゴミの不法投棄の状況及び処分内容・処理量 有り P.328

1



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
河川管理施設

【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施状況

「指標」堤防・ダム・護岸の健康診断内容・補修箇所数
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
平成24年度に、点検・巡視等により確認された変状確認箇所の数と補修実施
箇所数を以下に示す。
①堤防の点検結果

平成24年度は、要補修箇所が27箇所あり、その内11箇所の補修を実施した。
②護岸の点検結果

平成24年度は、要補修箇所が84箇所あり、その内14箇所の補修を実施した。
③堰、水門、樋門、閘門、陸閘、揚排水機場、床止め（土木設備）の点検結果、

平成24年度は、要補修箇所が37箇所あり、その内2箇所の補修を実施した。
④堰、水門、樋門、閘門、陸閘、揚排水機場（機械・電気設備）の点検結果

平成24年度は、要補修箇所が9箇所あり、その内6箇所の補修を実施した。
⑤ダムの点検結果

平成24年度は、要補修箇所は見つからず、補修の実施箇所もない。

河川維持管理計画（案）
に基づき日常の維持管理を
実施している。

河川管理施設の老朽化
等から要補修箇所数が増
加する傾向にあるが、損傷
の規模や緊急性等を考慮し、
補修を実施している。

引き続き、日常の河川巡
視や点検において継続的な
監視を行い、河川管理上の
影響が出るおそれがあると
判断された箇所については
優先的に補修を実施し適正
な維持管理に努めていく。
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除草後には法面異常箇所を発
見しやすくなる

除草後、堤防点検（法面が若
干陥没した箇所を発見） 維持作業により法面復旧

【河川管理施設の点検・補修事例】
【淀川河川事務所】

【変状確認箇所】
点検の結果、施設の変状が確認され、状況に応じ
て対策の実施を検討する箇所。
【要補修箇所】
変状確認箇所のうち、状態把握結果の分析や評
価に基づいて計画的に修繕していくものあるいは
緊急的な対策の実施を検討する箇所

【河川管理施設の点検後の対応】
点検結果は河川カルテ等で整理し、対策の要否や

優先度を判断している。
例えば堤防点検において、淀川管内では、要補修

箇所が25箇所、うち11箇所の補修を実施している。
琵琶湖管内では、要補修箇所1箇所があるが、経

過観測を行っている。
要補修箇所については、変状の程度に応じ、必要

な対応を継続して実施している。



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
河川管理施設

【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施状況

「指標」ダム機能の維持内容・堆砂量
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
平成24年度までの実績堆砂率について以下に示す。

高山ダム66% 青蓮寺ダム55% 室生ダム27%
布目ダム24% 比奈知ダム35% 一庫ダム36%
日吉ダム12% 天ヶ瀬ダム 76%

※堆砂率は、各ダムの堆砂容量に対する堆積土砂の割合

完成後49年経過する天ヶ瀬ダムでは、平成24年度末で
堆砂量は約4,600,000m3、堆砂率が約76％となり、堆砂が
進行している。しかし、ダム完成後10年程度で堆砂が大き
く進んだものの、近年約20年間は比較的堆砂量の増加傾
向が小さい。

堆砂量については、今後も継
続的に監視を行う。
引き続きダム機能の維持のた

め排砂の検討を行っていく。
特に木津川上流ダム群につい

ては、引き続きアセットマネジメ
ントの検討により、より効率的な
堆砂処理を行い、ダムの延命に
努める。



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
許可工作物

【観点】許可工作物の点検整備及び対策についての施設管理者への指導状況
「指標」点検、修繕内容・実施数
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
①排水機場等の点検結果

平成24年度 要補修数 25箇所 補修実施数 12箇所
②橋梁の点検結果

平成24年度 要補修数 77箇所 補修実施数 21箇所
③樋門、閘門、陸閘の点検結果

平成24年度 要補修数 36箇所 補修実施数 16箇所

重要な許可工作物については、
機能を維持するための必要な補
修が行われている。

今後も定期的な補修などの対
応を適切に行うよう施設管理者を
指導していく。

橋梁の架け替えに伴い不要となった水管橋について、水管橋自体は旧橋の撤去と
共に撤去していたが、橋台部分には一部構造物が存置されていた。

堤防内部に目的を喪失している構造物は堤防に悪影響を与えることから、河川管
理者の指導により、占用者が橋台部分に存置された構造物を撤去した。

撤去前 撤去後

使用されていない水管
橋の一部が存置

【許可工作物の点検事例】
【淀川河川事務所】

許可工作物管理者が主体となり出
水期前点検を年１回実施しており、
点検結果およびその対応について
報告を受けている。

琵琶湖第一疏水制水ゲートの点検状況

【琵琶湖河川事務所】

許可工作物【橋梁】においては、淀川管内では、要補修箇所が74箇所、うち20箇所の補修を実施。
琵琶湖管内では、補修の必要な橋梁は無い。

許可工作物【樋門・閘門・陸閘】においては、淀川管内では、要補修箇所が
36箇所、うち16箇所の補修を実施。
琵琶湖管内では、補修の必要な施設は無い。



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
河川区域等の管理

【観点】河川区域等の管理状況

「指標」河道内樹木の伐採内容・伐採面積
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
平成24年度については、約71万m2の河道内樹木の伐採を実施した。
これにより、平成24年度末の樹林化面積は約209万m2となっている。
なお、伐採した樹木については、一般の方へ無償配布を行っている。

※樹林化面積：河川区域内の樹林伐採必要面積

樹木伐採については、改修事
業と併せて、水害や河川利用者
への危険性の高い箇所や管理上
支障になる箇所を対象に計画的
に実施している。

今後も、河道内樹木の状況を
確認し計画的に樹木伐採を行っ
ていく。

【河道内樹木伐採、無償提供の事例】
【淀川河川事務所】
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大阪市旭区中宮地先 淀川12.3k付近 左岸

河道内樹木については、地域の景観や生物の生息・生育・繁殖環境に配慮し
た上で、河川維持管理計画に基づき計画的に伐採を実施しており、平成24年度
は６５万ｍ2の伐木を実施した。また、伐採した樹木を資源リサイクルの観点から、
希望者を募り無償で提供することでリサイクルを促進する社会的実験と位置付け
実施。HPにて周知している。

着手前

着手後

H24年度の樹木伐採状況 (左岸11.0k付近)

【伐採前】 【伐採後】

野洲川では伐木した河道内樹木について、資源のリサイクルの観点から伐木材・
チップ材として希望者へ無償配布している。配布期間・場所等については、HPで周
知している。

伐採木配布場所の状況

【右岸7.5k付近】

【琵琶湖河川事務所】



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
河川区域等の管理

【観点】河川区域等の管理状況

「指標」堆積土砂の除去内容・掘削量
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
平成24年度については、砂利採取として約12万m3の堆積土

砂の掘削を実施した。
また、淀川の枚方地点、瀬田川の蛍谷地先等、約3万2千m3

の堆積土砂の掘削を実施した。
なお、樋門操作の支障になる箇所や砂州がつき始めている

箇所などについては巡視などにより確認され次第、維持作業
等により対応をしている。

河道内堆積土砂の除去については、
引き続き定期的及び大きな洪水後に河
床変動や河川管理施設、船舶の航行等
への影響及び河川環境への影響等から
判断し、実施にあたっては、住民・住民
団体（ＮＰＯ等）、学識者の意見も聴き、
生物の生息・生育・繁殖環境に配慮して
実施する。

【堆積土砂の除去事例】
【淀川河川事務所】
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淀川における枚方上流の航路確保のため、H24年度に淀川本川で約３万m3の堆積土砂の除去を実施した。前島地区水制工と併せて今後の
航路維持について検討していく。

枚方市磯島付近における工事の状況
（航路内に溜まった砂を排砂）



平成25年度 第3回淀川水系流域委員会 説明資料【維持管理】
河川区域等の管理

【観点】河川区域等の管理状況

「指標」ゴミの不法投棄の状況及び処分内容・処理量
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進捗状況 点検結果

（平成24年度の取組）
平成24年度において、河川管理行為として実施したゴミ処理の量は、約4,130m3である。また、延べ

（H19～H24） 約17,400m3である。
平成24年度には、不法投棄を警告するための看板を9箇所に設置し、10箇所の看板を撤去した。延

べ（H19～H24）681箇所となる。
設置箇所数（累計）（更新を含む）について以下に示す。

平成24年度には、不法投棄の抑止効果にもつながる空間監視用CCTVを2台設置し、平成24年度
現在で131台存在する。

河川区域内へのゴミ投棄対策として、
啓発活動、警告看板設置を進めている。

また、増設を進めている空間監視用
CCTVは、不法投棄の抑制効果にもつな
がる。

しかし、ゴミの処理量は明確な減少傾
向にはないことから、今後も引き続き、ゴ
ミの不法投棄対策を進めていくとともに、
効果的な対応策の検討を進めていく必
要がある。

【不法投棄の処分事例】
【淀川河川事務所】

＜再掲＞「多様な生態系を有する淀川水系の再生と次
世代への継承」の［指標］河川景観を損ねている不法工
作物の計画的な是正やゴミの不法投棄の防止状況
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（箇所） 不法投棄警告看板の設置数(累計)

平成24年は約4千m3のゴミの処分を行っており、新しく不法投棄のあった10箇
所に看板を追加設置し、淀川管内で260箇所に警告看板を設置している。

守口市佐太
西町一丁目

枚方市樋
之上町

小量の場合、巡
視車で持ち帰りゴ
ミ処理の迅速化

平成２４年度末時点では、8箇
所の不法投棄箇所が無くなった
ため、看板を撤去している。引き
続き瀬田川に５基、野洲川に４３
基の不法投棄警告看板を設置し
ており、不法投棄の是正に努め
ている。

また、琵琶湖河川事務所HPに
てゴミ投棄状況が分かるゴミマッ
プを掲載しており、ゴミの不法投
棄の抑制のために啓発している。
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【琵琶湖河川事務所】


